
「お客さま本位の業務運営」に係る取組み状況
（比較可能な指標）

静岡県労働金庫

2021年度
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※比較可能な指標とは、投資信託を販売する金融機関において、「顧客本位の業務運営」

の取組状況を比較可能とするため、金融庁より公表を推奨されている「成果指標（ＫＰＩ）」
のことです。



１．運用損益別顧客比率（投資信託）
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運用損益の区分 人数 比率

-50％未満 1 0.0%

-50％以上-30％未満 7 0.1%

-30％以上-10％未満 36 0.4%

-10％以上0％未満 475 5.8%

0％以上+10％未満 2,847 34.9%

+10％以上+30％未満 4,060 49.8%

+30％以上+50％未満 434 5.3%

+50％以上 299 3.7%

●投資信託を保有するお客さまについて、基準日時点でお持ちの投資信託に係る購入時以降の運用損益を算出し、
運用損益区分別に表示しています。

●投資信託の運用損益は2022年3月末現在、全体の93.6％の方がプラスとなっています。



２．投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン①
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【2022年３月末】

●設定後5年以上経過している投資信託※の残高上位20銘柄を対象とします。
※DC専用投信、ファンドラップ専用投信、ETF、上場REIT、公社債投信、私募投信、外貨建て投信は除きます。

●2022年3月末現在では、上位20銘柄中、16銘柄でリターンがコストを上回っています。
投資信託預り残高上位２０銘柄のコスト・リターン 投資信託預り残高上位２０銘柄のリスク・リターン
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２．投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン②
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【2021年３月末】



２．投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン③

5

【2020年３月末】


